
 

 

水道料金改定について 

令和９年度まで旧事業体ごとの料金体系（基本計画） 

〇東かがわ料金改定 

 令和４年４月から実施、平均改定率 10％ 

 令和７年度に 10％程度の改定を予定 

〇土庄料金改定 

 令和４年 11 月議会議案提出 

議決後、令和５年４月から実施 改定率 20％程度 

〇令和 10 年度から統一料金（基本計画） 

 ・今年度から本格的検討をスタート 

   ８市８町の現状分析 

  料金算定のプロセス 

財政計画の策定    

・中長期の施設の改修・更新等の施設整備計画に基づく財政収支の見

通しを作成 

 

料金水準の算定        

・財政収支見通しから料金算定の基礎となる費用を積算し料金水準を

決定（営業費用、支払利息等を合わせた総括原価を算定） 

  

料金体系の設定 高松市の体系を軸に統一（基本計画） 

・一般的に、固定的にかかる費用を負担してもらう基本料金と、使用

した水量に応じてもらう従量料金の二部料金制 

・水道メーターの口径の違いによって設定する口径別 

・家庭用、営業用等用途別に料金を設定する用途別 

 

料金表の確定 

・料金体系を決定し、総括原価を性質ごとに区分（需要家費、固定費、

変動費）し、基本料金（需要家費、固定費の一部）、従量料金（固定

費の一部、変動費）に配分することで料金を算定 

・有識者、利用者から構成する第３者委員会へ諮問・答申 

 ・令和８年秋の企業団議会に議案提出 

 ・令和９年度システム改修、利用者への周知 

 

 

議題（２）④ 


